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。
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叫
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叶
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…f充
賓
ず
る
国
民
健
康
保
隙

発足以来5年

市
民
の
理
解
と
協
力
を
要
望

本
市
が
閥
同
他
康
保
険
事
業
を
実
施
し
ま
し

た
の
が
昭
和
ご
十
丘
年
一
月
で
あ
わ
ま
し
て

本
年
で
五
周
年
を
迎
え
ま
し
た
が
、
被
保
険

者
各
位
。
御
認
識
と
御
協
力
に
よ
り
、
そ
の

運
営
献
況
も
漸
弐
向
k
し
従
っ
て
保
険
料
の
納
入

率
も
年
々
上
昇
L
て
居
る
の
で
あ
り
ま
す
。

現
下
の
枇
曾
情
勢
と
経
済
一
医
師
ゾ
保
険
者
ハ
市
》
の

事
情
に
よ
り
枇
曾
保
障
の
一
宅
者
が
一
体
と
な
っ
て
相

革
要
性
が
益
々
加
わ
っ
て
一
協
力
す
る
こ
と
だ
と
信
り

き
ま
し
た
が
、
殊
に
国
民
一
ま
す
。
そ
れ
可
被
保
険
者

犬
衆
の
疾
病
D
治
療
を
主
一
は
保
険
料
を
兎
納
す
る
、

と
す
る
関
民
健
段
保
設
D
一
医
仰
は
、
で
き
る
だ
け
視

重
要
度
は
告
激
に
高
く
な
一
切
に
治
療

ι
あ
た
る
市
は

り
、
昭
和
二
十
三
年
に
法
一全
力
を
あ
け
て
遁
替
の
合

の
改
正
が
あ
り
市
町
付
公
司
理
化
に
つ
と
め
る
こ
主
で

替
の
原
則
が
確
立

5
れ
た
一
あ
り
ま
す
。

。
で
あ
り
ま
す
が
、
提
に
一
御
蔭
様
?
探
険
料
の
嗣

年一竿

3
3
る
二
十
二
現
金
一
入
成
積
は
収
ま
と
め
納
市
民
D
閣
か
ら
嘩
り
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τい
る

D
で
、
今
明
〆て
の

に
於
て
一
部
改
正
し
強
他
一
入
、
自
納
、
徴
牧

K
k
た
防
犯
協
力
の
そ
衆
組
織
一
全
市
的
統
合
組
識
と
し
て

さ
れ
た
こ
と
は
本
事
業
D
一
り
毎
平
k
昇
し
て
い
る
と
し
て
設
返
市
九
各
地
の
一
大
村
市
連
合
防
犯
組
合
を

将
来
陀
允
き
在
光
明
で
あ
一
つ
で
あ
り
ま
す
ロ
し
か
部
落
、
司
均
等
主
唱
位
と
一
締
成
す
る
之
と
三
な
り
、

り

ま

す
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し

、

ま

だ

ご

く

一

部

ο
し
て
防
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組
合
が
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成
さ
一
去
る
十
一
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日
午
後
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竣
足
営
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な
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内
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負
担
一
方
々
で
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険
心
年
質
、
れ
活
設
な
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一
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ら
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詞
場
じ
於
〈
、

す
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給
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額
ポ
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一
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況
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い
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札
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市
民
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助
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七
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円
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理
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れ
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防
犯
組
合
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統
合
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長
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し
た
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一
も
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れ
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で
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な
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付
、
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一
沼
‘
合
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綿
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泊

三
千
高
円
を
越
え
る
と
一
い
か
と
考
え
ま
す
が
、
一
萱
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国
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司
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運
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司
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菜
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倍

一一宮

均

一一

一
で
あ
り
ま
す
。
主
主
の
一
一一
一
時二

V
一一-

一
運
営
は
初
保
険
者
で
あ
る

平一一一
一一一一二三
一一

一
皆
さ
ん
と
療
養
相
営
者
ハ

一一一一一一一
一
一一一一一
一一一一一

(二}

給
付
額

昭和初年 11月20日(旬刊)りよ?ゴ政市村大

一
千
万
闘
に
上
る

の

無

犯

罪

枇

曾

戸

建
合
防
犯
組
合
緒
嘆
き
る

U 、

て
御
協
力
下
さ
る
よ
う

御
閥
い
い
た
し
ま
す
。

以
上

の
上
う
に
保
険
。

電
要
性
を
認
識
さ
れ
る
と

共
に
、
そ

乃
一
利
用
率
も
自

然
的
に
ヒ
昇
し
て
集
る
わ

け
で
、
そ
乃
一給
付
額
も
請

に
述
ぺ
ま
し
た
主
う
に
増

加
し
℃
句
。
、
袷
吋
と
保

険
料
。
賦
県
徴
牧
刀
関
係

ヒ
、
保
険
財
政
D
確
立
を

考
え
た
場
合
ど
う
し
て
も

培
舗
を
し
在
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
で
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
で
き
る
だ
け

良
少
限
度
で
保
険
料
を

上
け
て
い
る

ο
で
あ
り

ま
す
か
ら
、

V}
ο点
も

御
了
承
脱
い
ま
す
。

な
お
冷
爆
を
句
フ
け
ら
れ

相
提
携
し
て
防
犯
思
想

一植

一
斗
入
一
側
〈
松
並
町
一
知

事

杯

中

野

:

¥

ニ

)

二

一

を
回
河
川
慨
し
、
そ
の
円
減
一回
K
眼
)
ム
総
本
二
四
附
一
市
長
杯
石
丸
主
ヘ
一
一
似

二

十

一
制

m
m
仰
抑
制
山
山

一
備

制

泊

在
る
税
展
を
促
進
す
る
一
ハ
市
立
病
院
中
島
加
久
v

一

一

一

2

一一

計

一抗
日
以

1
a
a
L
3
1
一
日
目

三
三
」
を
目
的
と
す
る
一
ム
菓
子
立

O
袋
ハ
大
村
市
一
雄
弁
選
手
権
大
会
一
一
者

一日
一

一]
1

一

一

一

一

一

住

一

「
l
一

一

も
の
で
、
市
内

心
各
県
一清
会
議
員
一
時
ぜ
ム
野
菜
一
教
育
委
員
会
並
び
に
え
村
ニ
町

一
一
一

一

日
制
館
内
削
同
一M
1
L
削
川
北
町
間
一一間同可制刊日間一一同

一一女
一山
市
民
山
山
一M
M

U

あ
る
者
そ
の
他
挙
識
経

τ主
婦

へ

会
J

ム
菓
子
二
争
奪
丸
村
市
内
雄
弁
章
一
一
一

下

「

l

i

l

-

-

下
l

l

減
者
を
組
合
員
と
し
ネ
一
袋
え
〈
唱
和
遇
・
り
束
菓
子
一
権
大
会
は
、
去
る
十
一
月
一
一
'

一
一
一

1

7

6

2

7

7

5

1

一
9

6

3

部
主
市
役
所
内
(
市
民

一庖
J

ム
ロ
ズ
ム
融
市
川
崎
一
式
一
六
日
午
後

一
時
か
ら
中
央
一
一
服

一人
一
男

一
刀

ω
舟
溺
ぶ
局
刻
印

一
邸

前
.
3

課
ぜ
に
お
き
、
市
長
が

一(
竹
松
宮
小
路
高
矯
ナ
カ
)
一
公
民
館
で
開
催
、
小
、
中
一
一
川

一
一

一
7

9

3

1

1

1

1

一
一U
幻

組
合
長
、
助
役
が
副
組

一
企
市
立
池
田
保
育
所
へ
一
高
、
一
般

ι
十
二
名

け
弁
一一四

一L
l
l
一

一

合
同
民
、
市
民
課
長
、
各
一
企
菓
子
山
じ
袋
ハ
大
付
市
一
士
が
夫
々
熱
弁
を
奮
い
純
一
一
ゆ

一
致

一
9

7

6

5

8

9

4

1

一
8

6

1

出
張
所
長
、
消
防
園
長
一
議
会
議
員
一
司
ゾ
ム
織
年
一
場
の
聴
衆
を
魅
了
、
午
後
一
一
口

一
帯

一
ぷ
ぷ
品
目
出
回
目
辺

一

m
m
z

各
地
区
防
犯
紙
合
民
主
二
附
ハ
長
安
寺
婦
人
ム
ラ
一
七
時
措
会
挫
に
終
っ
た
。
一
一
、

一
E

一3
4

1

一

n
u

常
任
理
事
に
、
各
唱
区
一
ム
り
ズ
ム
楽
器
一
式
ハ
竹
一
入
賞
者
次
の
通
り
一
一

y
「
川

|
一

一

訓
組
合
長
、
関
係
官
公
一
松
宮
小
路
高
橋
ナ
カ
ノ
〈
一
(
知
事
賞
J

中
野
允
ハ
一
一
の

一
。

一

一

一

一

ご

一
口刃

↑

一

街
圏
体
代
去
を
そ
れ
ぞ
一
敬
称
略
)
(
一同
祉

事

務

所

二

市

長

賞

)
石
丸
孝
氏
ハ
一
一
市

一

一

村
村
松
原
軍
調
関
浦

一
散

米

ム

れ

顧

問

理

事

j
一

経

済

劃

配

引

一

議

長

賞

品

川

由

美
子一

7
7
一

大

一

月

減

、
そ
D
実
務
は
可
i
一
令

指

一

(

敬

育

委

員

会

仲

良

V

他
ニ
キ

一

一

一

興

業

、

そ

の

他

関

係

国

体

一

課

で

措

当

ず

る

こ

と

に

一

台

岡

田

氏

一

間

弘

子

一

一

大

一
直

一
六
回
竹
松
繭
萱
鈴
三

一
総

前

靖

代
表
、
関
係
官
公
得
代
表
一
な
っ
て
い
る
。
一
本
四
珂
十
日
市
の
機
構
一
@
中
風
一
ゐ
部
u
①
池
叶
弘
一
「
ト

-1
一

挙

護

活

者
等
七
十
蝕
名

一

(

市
民
ヲ
一
文
字
吃

k
り
極
消
却
が
猶
一
子
(
大
中
一
年
)
②
杉
つ

-
-
N
1
l
i
l
-
-

の
準
備
零
員
が
参
集
し
て

一保

-E劃引
l

一
U
¥
従
来
協
江
助
役
が
程
一
回
恭
子
〈
回
中
一一
一三

わ

ら

屋

根

の

倍
成
準
備
委
員
会
を
開
偽
一

一
情
謀
長
事
務
野
手
命
ぜ
一
③
笠
以
一
耕
一

ハ
凶

7
一一

・

電

熔

線

に

注

意

趣
旨
、
経
過

D
説
明
及
び

一

贈

り

物

一

ら

れ

て

い

た

が

、

十

庁

二

一

年

)

一

現
約
菜
、
川
町
員
香
川
畑
山
喜
一
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
が
一
十
一
日
付
で
品
川
勝
手
史
民
一
@
高
校
の
部

I
2
2ん
〈
ゴ
ー
は
什
一
川
八
日
市
内
上

に
つ
い
て
協
議
の
結
果
、
一
働
い
て
い
る
た
め
、
家
庭
一
地
課
民
で
あ
っ
た
高
宮
国
一
大
高
三
ぎ
②
貞
一
松
山
竺

υM附
田
雅
タ
氏
宅
の
議

全
員
一
致
。
賛
河
を
昆
た
一
で
充
分
養
育
O
汎
飛
な
ぃ
了
氏
が
経
済
部
長
に
就
任
一
(
大
高
一
年
〉
③
一隅
一瓜一

12ι
根
に
引
込
ん
で
あ
る

の
で
、
引
続
き
誉
回
式
を
一子

供

き

ん

を

預

っ

て

保

有

一

し

た

。

一

正

諮問

ハ

全

)

一

一電
燈
綿
か
ら
漏
電
し
て
、

車
行
し
、
大
村
市
連
合
防
一し

亡
い
る
市

ι池
司
、
中
一
高
田一
漁

民

暗

躍

一

@

一

般

の

枇

l
①
石
丸
孝
一
あ
や
、
っ
く
火
災
と
な
る
と

巴
組
合

ο発
込
を
見
た。

一央
用
保
育
所
に
左
記
D
週
一
畏
崎
日
出
身
京
に
岨
質
事
一
蹟
ハ
市
役
所
一
〉
也
一切
川
一
こ
ろ
を
、
発
見
が
早
か
つ

な
お
、
市
連
合
防
犯
一
純
一り
ド
ツ
サ
HJ
贈
り
物
が
b
一
泊
、
満
州
川
切
だ
司
事
院
一
由
美
子
ハ
松
原
)
@
山
一た
た
め
火
事
皇
子
り
や
d

泊

担

認

印

刷

一
U
町
村
十
保
育
所
ヘ
一
間
岡
山
川
町
山
間
切
叩
一
根
は
む
引
ト
会
)
一
日
日
ゆ
る
こ
と
が
出
来
ま

畑
匂
こ
し
て
各
地
区
防
犯
一
ム
紙
テ
ー
プ
一

O
巻

ハ

坑

一

度

任

、

川

十

生

子

一

一

白

閃

は

そ

の

電

燈

線

の

組
合
乃
連
絡
を
強
化

L
一山
内
津
原
口
か
お
る
J

ム

米

一

(

庶

務

課

J

一

一

初

覆

が

長
年
月
。
間
に

る
場
合
は
受
診
証
を
必
や
ニ

モ

η
早
念
な
る
貨
施
促

提
示
闘
い
五
割
を
医
師

ο
一
進
遍
動
を
民
間
し
て
居

窓
口
で
梯
っ
て
頂
け
ば
、
一

ゎ
、
文
二
十
八
年

一
月

あ
ミ
の
五
割
は
市
の
方
か
一
か
ら
は
日
屈
健
康
保
険

ら
医
師

の
方
に
支
抑
い
い
一

の

制
度
止
設
け
て
い
る

た
し
ま
す
。
乙
の
丘
制
。

一

の

?
あ
わ
ま
す
。
ま
だ

支
梯
に
あ
て
る
の
が
保
険

↑

今
年
法
の
改
正
に
よ
り

料
で
あ
り
ま
す
が
、

二
ヤ
↑
問
胤
か
ら
O
補
助
金
も

九
年
度
に
於
て
も
給
付
繍

一

た
隔
に
引
き
上
け
ら
れ

は
一
千
八
百
瓦
十
万
円
に

一

位
制
度
。
庁
成
郎
、
化
に

のほ凶
h

り
、
保
険
料
は

一
千
一

つ
ミ
め
て
い
る
情
勢
に

コ
一百
万
同
位
で
あ
り
ま
し

一
わ
る
ク
で
あ
り
ま
す
。

て
そ
の
不
足
掛
は
政
府
の

一
三
L
に
当
市
公
替
と
し
て

補
助
金
、
そ
っ
他
で
補
つ
致
足
以
来
九
川
年
を
迎
え

て
い
る

D
で
あ
り
ま
す
。

一
ろ
に
当
り
山崎

々
強
展
せ
ん

最
返
政
府
、
県
じ
於
℃
こ
と
を
念
剥
す
る
と
共
に

も
諸
民
健
庶
保
険

ο
車

時

ぱ

O
御
協
力
を
お
闘
い

要
性
に
益
々

重品
へ
な
る

一す
る
弐
別
で
あ
り
ま
す
@

関
心
を
持
ち
が
制
度
未

-

〈
保
険
衛
生
課
)

管
施
の
市
町
付
に
は
、
日

大村市迎合防犯合組結成式マ

組合長就任α挨拶をする大村市民

llJJ3g-511中央公民舘で聞かれた

市内rll.小生徒の作品展盟会風景

11 fJ 6日第 4回

iH内雄弁次会に熱演を奮う女子中学生

11月3日市内中.小学体育祭で繰り

ひろげられた金生徒οマスゲーム
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一
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巾

人

一
山
時

一
死
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一f
t
!
1
'
t
F
I
l
i
-
-
、

l

「
同
し
し
同
い

腐
し
よ
く
脱
落
十
裸
線

主
な
り
、
何
山
の
作
川

で
府
方
が
接
よ
し
〉
し

て
え
を
指
し
だ
も

の
で

一

あ
り
ま
す
。

一も
し
諸
問
根
-L
引
込
誠
心

一
あ
る
家
庭
は
、
ヒ
く

一行
協

一
し
て
、
惑
い
一
明
f
b
札
ぽ

一
常
股
曾
此

一三
連
絡

O
K
柿

一
修
し
亡
下

3
u
o

一

ハ

市

間

同点
泊
ほ
係
J

一牛
の
移
副
議
止
牒
除

一
牛
の
流
行
性
感
鵠
白
山
食

一生
し
亡
、
高
内
」
宇
多
訪
英

{

l
t
'
'
q
s性
ポ
パι
フ

一止
区
域
を
指
定
し
ζ

い
ま

一
し
た
が
、
去
る
十
月
二
十

一五
日
移
動
禁
止
が
掃
除
さ

一
れ
ま
し
た

の
で
、
お
知
ら

一
せ
し
ま
す
G

(

経
済
一ぎ
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